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“
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
”
青
森
県
と
秋
田
県
を
結
ぶ
、
国
道
１
０
３
号
鹿
角
市
大
湯
と
国
道
１
０
４
号
田
子
町
夏
坂
間
の
バ
イ
パ

ス
ル
ー
ト
（
一
部
、
ト
ン
ネ
ル
化
）
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、
青
森
県
田
子
町
と
秋
田
県
鹿
角
市
の
議
会
議
員
が
一
丸
と
な
り

早
期
着
工
へ
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
へ
鹿
角

市
議
会
と
共
に
要
望
に

行
き
ま
し
た
。
道
路
関

係
の
幹
部
の
方
々
に
面

会
し
要
望
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
路
線
が
如

何
に
必
要
で
あ
り
、
現

道
路
が
如
何
に
危
険
か

と
い
う
事
を
幹
部
の

方
々
に
説
明
し
共
感
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
十
分
に
説
明
し
要

望
を
続
け
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
欠
端
則
夫
）

世
紀
越
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協
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会
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令
和
７
年
12
月
25
日
に
秋
田
県
知
事
に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
近
藤
統
括
監
他
２
名
に

要
望
書
を
説
明
し
ま
し
た
。
近
藤
統
括
監
は
、
バ
イ
パ
ス
整
備
は
必
要
で
あ
り
、
２
月
中

に
青
森
県
と
勉
強
会
を
開
催
予
定
で
あ
り
、
国
に
も
働
き
か
け
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
21
～
22
日
に
中
央
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
衆
議
院
選
挙
の
た
め
残

念
な
が
ら
国
会
議
員
の
方
は
少
な
か
っ
た
が
、
秋
田
県
選
出
の
福
原
淳
嗣
議
員
が
、
国
交

省
や
議
員
会
館
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
業
認
定
や
予
算
確
保
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
山
﨑
一
義
）

　

国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動
に
は
、
秋
田
県
選
出
の
福
原

衆
議
院
議
員
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
た
中
で
、
国
土
交
通
省

道
路
担
当
関
係
者
に
対
し
、
当
該
区
間
が
急
こ
う
配
・
急
カ

ー
ブ
の
連
続
、
冬
季
の
降
雪
等
に
よ
る
視
界
不
良
な
ど
車
両

の
通
行
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
一
方
、
八
戸
市
か

ら
秋
田
県
北
部
地
域
へ
の
物
流
路
線
と
し
て
重
要
度
が
高
い

こ
と
か
ら
、
早
期
の
バ
イ
パ
ス
整
備
を
要
望
し
ま
し
た
。
担

当
者
か
ら
は
、
現
状
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
、
交

流
人
口
の
拡
大
や
関
係
団
体
と
の
連
携
が
必
要
と
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
議
会
と
し
て
、
行
政
や
関
係
団
体
と

連
携
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
活
動
を
強
化
し
、
早
期
整
備
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
菊
地
健
二
）
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形
　
憲
男

椛
本
　
義
見

宮
村
　
尚
哉

欠
端
　
則
夫

山
崎
　
美
代
志

山
﨑
　
一
義

菊
地
　
健
二

中
平
　
美
賀
子

澤
口
　
勝

令和８年田子町議会第１回定例会
報　告
第１号

○専決処分した事件の報告について・・・令和７年度一
般会計補正予算（第８号）について

原案
承認 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第２号 ○令和８年度田子町一般会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第３号

○令和８年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計予算
について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第４号 ○令和８年度田子町後期高齢者医療特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第５号

○令和８年度田子町介護保険事業勘定特別会計予算につ
いて

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第６号

○令和８年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介
護老人保健施設事業特別会計予算について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第７号 ○令和８年度田子町水道事業特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第８号

○田子町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正に
ついて

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第９号

○議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第10号

○田子町特別職の職員の給料等に関する条例の一部改正
について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第11号 ○職員の給与に関する条例の一部改正について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第12号

○田子町職員等の旅費及び費用弁償に関する条例等の一
部を改正する条例の制定について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第13号 ○田子町町税条例の一部改正について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第14号 ○田子町道路占用料等徴収条例の一部改正について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

　
定
例
会

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
３

日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
10
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案

の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
の
一
般
質
問
に
は
１
名
の

議
員
が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質

問
は
１
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
同
日
に

議
案
の
審
議
、
議
案
の
付
託
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
予
算
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
と

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
に
は
、
議
案
の
審
議
、
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
、
議
員

派
遣
の
件
、
各
常
任
委
員
会
に
係
る
所

管
事
務
調
査
の
承
認
、
令
和
８
年
度
の

議
会
議
員
旅
行
命
令
を
議
長
に
一
任
の

承
認
の
ほ
か
、
追
加
議
案
２
件
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
田
子
町
議
会

定
例
会
あ
ら
ま
し　
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／
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容
　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形
　
憲
男

椛
本
　
義
見

宮
村
　
尚
哉

欠
端
　
則
夫

山
崎
　
美
代
志

山
﨑
　
一
義

菊
地
　
健
二

中
平
　
美
賀
子

澤
口
　
勝

議　案
第15号

○田子町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第16号 ○田子町火入れに関する条例の一部改正について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第17号 ○田子町過疎地域持続的発展計画について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第18号

○田子町タプコピアンプラザ及び田子町ケーブルテレビジ
ョンに係る指定管理者の指定について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第19号 ○田子町学童保育施設に係る指定管理者の指定について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第20号 ○田子高原広域事務組合規約の変更について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第21号 ○田子町監査委員の選任について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第22号 ○田子町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第23号 ○田子町教育委員会委員の任命について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第24号 ○令和７年度田子町一般会計補正予算（第９号）について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第25号

○令和７年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正
予算（第４号）について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第26号

○令和７年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
３号）について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第27号

○令和７年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算
（第４号）について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第28号

○令和７年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介
護老人保健施設事業特別会計補正予算（第３号）につい
て

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第29号

○令和７年度田子町水道事業特別会計補正予算（第１号）
について

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第30号 ○令和７年度田子町一般会計補正予算（第10号）について 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第31号

○令和７年度田子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
４号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
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質
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３月定例会では３月４日に一般質問が行われ、１名の議員が町政について質問
をしました。内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

今
年
、
国
内
各
地
で
降
雪
が
多
く
被
害

が
多
発
し
て
い
る
。
我
が
町
も
屋
根
や

ハ
ウ
ス
等
が
壊
れ
た
所
も
あ
る
。
ど
れ
位
の

被
害
が
生
じ
て
い
る
か
。

２
月
20
日
現
在
で
住
家
３
棟
、
農
業

用
ハ
ウ
ス
17
棟
、
農
機
具
小
屋
３
棟
、

鶏
舎
２
棟
の
報
告
が
あ
る
。

壊
れ
た
ハ
ウ
ス
等
へ
の
支
援
は
有
る
の

か
。

現
在
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
の
情
報

は
無
く
、
さ
ら
に
情
報
を
収
集
し
た

上
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。

除
雪
の
終
了
時
間
は
何
時
頃
で
あ
る
か
。

朝
７
時
ま
で
に
作
業
を
終
え
る
事
と

し
て
い
る
が
、
雪
が
多
く
時
間
が
掛

か
る
場
合
も
あ
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。融

雪
剤
の
散
布
箇
所
を
増
や
せ
な
い
か
。

こ
れ
を
見
る
事
が
出
来
る
か
。

一
般
に
は
見
る
事
は
難
し
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
田

子
を
知
っ
て
も
ら
う
一
助
に
す
べ
き

で
は
無
い
か
。

良
い
考
え
で
検
討
し
て
み
た
い
。

文
化
祭
等
で
も
展
示
す
る
べ
き
で
は

無
い
か
。

壊
れ
や
す
い
物
で
も
あ
る
の
で
十
分

考
え
た
上
で
検
討
し
た
い
。

小
中
学
生
等
に
見
て
も
ら
い
古
く
か

ら
の
田
子
の
文
化
を
心
に
残
し
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
考
え
て

い
き
た
い
。

民
具
等
は
場
所
を
と
り
古
く
な
る
こ

と
に
よ
り
扱
い
辛
く
な
る
。
展
示
場

を
作
る
予
定
が
無
け
れ
ば
、
博
物
館
等
へ

寄
付
も
考
え
少
し
整
理
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

劣
化
が
進
む
こ
と
も
有
る
の
で
、
文

化
財
審
議
委
員
会
等
と
話
を
し
た
上

で
十
分
考
え
て
い
き
た
い
。

町
の
指
定
に
よ
り
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
も
散
布
の
希
望
が
あ
る
場

合
は
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

カ
ー
ブ
、日
陰
、下
り
等
に
多
め
に
、ま

た
、カ
ー
ブ
手
前
に
多
く
撒
け
な
い
か
。

業
者
と
も
相
談
し
て
検
討
し
て
行
き

た
い
。

契
約
は
シ
ー
ズ
ン
で
の
契
約
か
、
ま

た
、
出
動
回
数
で
の
契
約
か
。

出
動
回
数
で
の
契
約
で
あ
る
。

今
の
み
ろ
く
館
の
前
の
建
物
の
中
に

在
っ
た
文
化
財
や
民
具
等
は
何
処
へ

移
さ
れ
た
か
。

創
遊
村
の
施
設
内
と
旧
上
郷
中
学
校

内
の
２
箇
所
に
保
管
し
て
い
る
。

目
録
は
あ
る
か
。

一
部
の
目
録
は
作
成
し
て
い
な
い
。

価
値
の
有
り
そ
う
な
土
器
、
石
器
は

あ
る
の
か
。

大
学
等
で
保
管
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

欠端 則夫 議員

QQQQ

QQQQQ

QQQQQ

ＡＡＡ

ＡＡＡＡＡ Ａ

ＡＡＡＡＡ

雪
害
と
除
雪

町
の
文
化
財

世
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定
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／
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／
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政
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質
問
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活
動
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状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P7

P8〜 P9

P10〜 P11
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有
害
鳥
獣
駆
除
の
人
員
確
保
や
、
緊
急

銃
猟
対
応
の
実
施
訓
練
の
内
容
と
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

ワ
ナ
免
許
等
の
資
格
取
得
に
補
助
を

継
続
的
に
実
施
す
る
他
に
重
点
地
区

を
定
め
10
名
増
の
人
員
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
、
訓
練
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を
作
成
し
、

実
施
計
画
を
記
載
し
、
机
上
訓
練
は
、
実

施
隊
等
が
参
加
し
、
５
月
頃
を
予
定
し
て

い
る
。
実
地
訓
練
は
、
町
長
、
机
上
訓
練

参
加
者
等
で
、
想
定
さ
れ
る
場
所
で
発
砲

相
定
を
確
認
す
る
た
め
６
月
頃
を
予
定
し

て
い
る
。

「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
解
析
」「
ゲ
ノ
ム
高
評
価

雌
子
牛
導
入
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の

か
。
ま
た
、
支
援
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
伺
う
。

「
ゲ
ノ
ム
」
と
は
、
遺
伝
子
情
報
で
、

「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
解
析
」
と
は
、
個
別
の

遺
伝
子
情
報
を
解
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

支
援
す
る
こ
と
で
、
科
学
的
に
も
品
質
の

「
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
と
は
ど

の
よ
う
な
制
度
か
伺
う
。

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い

６
ヶ
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も

が
対
象
で
、
１
人
に
つ
き
１
ヶ
月
10
時
間

が
上
限
予
約
す
る
と
１
時
間
３
０
０
円
程

度
で
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

８
年
度
施
策
の
実
施
に
向
か
っ
て
、

今
現
在
の
町
長
の
考
え
や
気
持
ち
を

伺
う
。10

年
間
を
見
通
し
た
中
で
、
町
民
一

人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
で
は
な
く
、
横

に
連
携
を
組
ん
で
地
域
の
中
で
も
解
決
出

来
る
よ
う
な
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
を
進
め
て
い
く
。

　

大
き
な
流
れ
の
中
で
人
口
減
少
問
題
、

少
子
高
齢
化
問
題
に
関
し
て
は
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。
そ
の
た
め
、

各
家
庭
で
も
、
将
来
町
に
戻
っ
て
き
て
ほ

し
い
と
言
え
る
よ
う
な
状
況
を
作
り
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

３
ヶ
年
間
の
計
画
を
組
み
、
実
施
し
、

成
果
を
確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
難
し
い
社
会
情
勢
や

物
価
高
騰
等
の
中
で
、
町
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
、
各
事
業
等
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
い
雌
子
牛
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
家
所
得
向
上
に
つ
な
が
り
、
足
腰
の
強

い
畜
産
農
家
の
育
成
が
図
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

自
治
会
へ
の
支
援
策
で
管
理
運
営
費

の
補
助
率
を
50
％
か
ら
75
％
へ
25
％

引
き
上
げ
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
か

伺
う
。近

年
の
電
気
・
ガ
ス
料
金
等
上
昇
に

よ
り
、
維
持
費
の
負
担
解
消
を
図
る

た
め
。
ま
た
、
活
性
化
を
図
る
た
め
、
サ

ロ
ン
活
動
や
交
流
事
業
の
推
進
、
孤
立
防

止
や
共
助
の
基
盤
強
化
を
推
進
し
て
い
く
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
改
善
を
行
な

う
と
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は

ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
福

祉
有
償
運
送
事
業
で
車
両
一
台
購
入
追
加

す
る
と
、
ど
ん
な
こ
と
が
利
用
者
の
利
便

に
つ
な
が
る
の
か
伺
う
。

容
器
を
使
い
回
し
タ
イ
プ
か
ら
使
い

捨
て
容
器
へ
の
見
直
し
や
、
厨
房
作

業
の
作
業
時
間
の
削
減
等
改
善
す
る
こ
と

に
よ
り
、
配
食
の
受
入
数
を
１
日
平
均
30

食
程
度
ま
で
可
能
と
な
り
拡
充
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
３
台
と
す
る
こ
と
で
、
予
約

の
取
り
づ
ら
さ
の
解
消
、
希
望
す
る
時
間

に
移
動
で
き
る
等
、
通
院
や
生
活
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

山﨑 一義 議員

QQ

QQ

QQ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

各
事
業
の
満
足
あ
る
施
策
実
施
を

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P7

P8〜 P9

P10〜 P11

P12〜 P13

施政方針とは、町長が町政の基本方針や
政策について明らかにするものです。

生
き
甲
斐
と
や
り
甲
斐
に

満
ち
た
町
づ
く
り
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／
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　地方議会議員の活動は、単に本会議（定例会・臨時会等）などの会議に出席し、議案の審議など
を行うだけでなく、当該地方公共団体の事務に関し調査研究するための研修会等の活動や、住民代
表として住民意思を把握するための活動等、広域的かつ多岐にわたります。

会議等の名称 派遣場所 派遣期間 派遣議員

世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会要望活動 秋田県 12月25日
澤口・尾形・欠端
山﨑（一）・菊地

世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会要望活動 東京都
１月21日
　〜22日

澤口・尾形・欠端
山﨑（一）・菊地

議会議員行政視察 東京都
１月28日
　〜30日

澤口・尾形・椛本
欠端・山崎（美）
山﨑（一）・菊地

二戸市・三戸町・田子町
議会議員協議調査研究活動

田子町 2月10日

澤口・尾形・椛本
宮村・欠端

山崎（美）・山﨑（一）
菊地・中平

第４２回三戸町及び田子町教育研究協議会委員会議 三戸町 2月25日 澤口・尾形

議員活動出席状況

議会を傍聴しませんか！！

３月定例会後の主な議員活動と予定
※追加、変更がある場合があります。

○６月 ○７月

　田子町では３月に第１回定例会、６月に第２回定例会、９月に第３回定例会、１２
月に第４回定例会が行われ、随時、臨時会が開かれます。定例会は一般質問を含め、
会期中は、基本的に傍聴することができます。
　※開会は前月末に行われる場合があります。
　※ＴＣＶでは編集して放送しています。
　※会期日程については田子町役場ホームページをご覧下さい。

・第２回定例会
・委員会視察（多古町）

・県下町村議会議員研修会（青森市）
・決算審査
・八戸圏域議員研修会
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世
紀
越
え
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ン
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ル
協
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会
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定
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／
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P8〜 P9

P10〜 P11
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　令和８年２月１８日に町民との交流座談会を開催しました。

　地域の課題や町の未来に関する意見交換を行い、議員と町
民の皆さんとの相互理解を深めることを目指しています。
　地域活性化や福祉など、多岐にわたるテーマについて自由
に議論し、今後の町づくりに生かすための機会にしたいと考
えています。

交　流　座　談　会

一 部 事 務 組 合

　南部町、三戸町、田子町で構成する一部事務組合であり、３町の『ごみ処理』『し尿処理』『葬
祭場』などを運営し、３町の町民の環境と生活を支えている。
　※田子町選出議会議員　尾形議員　椛本議員　宮村議員　欠端議員　山﨑（一）議員

　八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町をもって組織され、
八戸地域市町村圏計画に基づく事業、消防、介護保険、ゴミやし尿の処理などに関する事務を
共同で処理する一部事務組合。
　※田子町選出議会議員　尾形議員

　田子町、三戸町、五戸町、南部町、新郷村をもって組織され、田子高原地区牧野の設置、管理、
運営に関する事務を共同で処理する一部事務組合。
　※田子町選出議会議員　椛本議員　山崎（美）議員

三戸地区環境整備事務組合

田子高原広域事務組合

八戸広域市町村圏事務組合
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限られた 予算の中で、これからを見据えた
 町政運営を期待し令和８年度予算を可決！！

一般会計　歳出

総額：５０．９億円
（前年比 104.7％）

主な歳出（抜粋）

　総務費	 ９９３，８４２千円

　民生費	 １，１０８，６２４千円

　衛生費	 ６２１，８２３千円

　土木費	 ４３３，９３７千円

介護保険事業
歳入：９億４８７０万円
歳出：９億４８７０万円

後期高齢者医療
歳入：１億４００万円
歳出：１億４００万円

診療所及び老健施設
歳入：４億９４００万円
歳出：４億９４００万円

総務費
9億9384万円

民生費
11億862万円

衛生費
6億2182万円農林水産業費

4億5832万円

商工費
1億7782万円

土木費
3億2049万円

消防費
2億6576万円

教育費
4億7558万円

公債費
5億5999万円

その他
1億972万円

町
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
、
昨
年
度

か
ら
の
増
で
あ
る
が
、
入
居
者
の
増
な

の
か
他
の
理
由
が
あ
る
の
か
。

前
年
度
の
所
得
収
入
に
基
づ
い
て
家
賃

を
設
定
し
て
お
り
、
年
収
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
増
で
あ
る
。

包
括
支
援
業
務
費
の
地
域
共
生
社
会
推

進
研
修
委
託
料
と
は　

ど
の
よ
う
な
研

修
か
。地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
５
つ

の
専
門
部
会
に
分
か
れ
て
課
題
解
決
の

協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
見
識
を

高
め
る
た
め
の
勉
強
会
や
町
民
へ
む
け
て
の

勉
強
会
を
想
定
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
か
ら
全
町
民
か
ら
16

歳
ま
で
と
65
歳
以
上
へ
の
助
成
と
な
っ
た

が
、
摂
取
率
の
変
化
は
ど
う
か
。

摂
取
率
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
48
％
年

齢
限
定
で
は
75
％
の
摂
取
率
で
あ
っ
た
。

田
子
診
療
所
に
つ
い
て
、
収
入
よ
り
支

出
が
多
く
、
今
後
人
口
減
少
が
続
く
中

で
健
全
経
営
に
向
け
た
見
通
し
を
伺
う
。

一
昨
年
か
ら
経
営
健
全
化
に
向
け
て
協

議
し
て
い
る
が
、
診
療
報
酬
の
あ
り
方

の
観
点
か
ら
利
益
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

経
営
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く

初
診
は
診
療
所
を
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
努
力
が
必
要
と
考
え
る
。

畜
産
振
興
費
ゲ
ノ
ム
牛
の
補
助
に
つ
い

て
、
対
象
は
何
頭
で
何
頭
を
保
留
す
る

の
か
。ゲ

ノ
ム
高
評
価
雌
牛
導
入
事
業
は
36
頭

分
の
予
算
を
計
上
し
て
、ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
解

析
の
経
費
と
し
て
10
頭
分
を
計
上
し
て
い
る
。

老
人
介
護
施
設
の
利
用
者
の
件
に
つ
い

て
、
何
人
の
定
員
に
対
し
入
居
者
は
何

人
か
。29

床
の
う
ち
令
和
７
年
１
月
の
集
計

で
、
平
均
24
床
の
入
居
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
補
助
金
に
つ
い
て
、
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
定
着
し
て
き
て
い
る
と

思
う
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

の
経
済
的
影
響
は
ど
の
程
度
か
。

経
済
効
果
に
つ
い
て
、
試
算
を
正
確
に

把
握
出
来
て
い
な
い
が
、
町
内
の
賑
わ

い
や
出
店
者
の
売
り
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

主
な
質
疑
応
答

山
﨑
一
義
　
委
員

菊
地
健
二
　
委
員

QQQ Q ＡＡＡ
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令和８年度予算特別委員会 限られた 予算の中で、これからを見据えた
 町政運営を期待し令和８年度予算を可決！！

一般会計　歳入

総額：５０．９億円
（前年比 104.7％）

　自主財源	 １，２８１，６０１千円

　依存財源	 ３，８１０，３９９千円

令和８年度当初予算について、予算特別委員会を設置し３月６日か
ら１２日までの日程で審査しました。委員長に尾形憲男委員が、副
委員長に菊地健二委員が選出され、厳正な審査が行われました。

収益的収入及び支出
歳入：１億６２５８万円
歳出：１億６２５０万円

国民健康保険事業
歳入：７億７３０万円
歳出：７億７３０万円

資本的収入及び支出
歳入：　　４３１０万円
歳出：１億２３３０万円

企業会計（水道事業） 特別会計

地方交付税
24億8000万円

依存財源

地方譲与税
1億1664万円

町債
3億1510万円

その他
2751万円

その他
6億2523万円

町税
5億3080万円

諸収入
8324万円

自主財源

国庫支出金
3億9684万円

使用料及び
手数料

3394万円

県支出金
3億2854万円

地方消費税交付金
1億4575万円

分担金及び負担金
836万円

町
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
、
昨
年
度

か
ら
の
増
で
あ
る
が
、
入
居
者
の
増
な

の
か
他
の
理
由
が
あ
る
の
か
。

前
年
度
の
所
得
収
入
に
基
づ
い
て
家
賃

を
設
定
し
て
お
り
、
年
収
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
増
で
あ
る
。

包
括
支
援
業
務
費
の
地
域
共
生
社
会
推

進
研
修
委
託
料
と
は　

ど
の
よ
う
な
研

修
か
。地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
５
つ

の
専
門
部
会
に
分
か
れ
て
課
題
解
決
の

協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
見
識
を

高
め
る
た
め
の
勉
強
会
や
町
民
へ
む
け
て
の

勉
強
会
を
想
定
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
か
ら
全
町
民
か
ら
16

歳
ま
で
と
65
歳
以
上
へ
の
助
成
と
な
っ
た

が
、
摂
取
率
の
変
化
は
ど
う
か
。

摂
取
率
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
48
％
年

齢
限
定
で
は
75
％
の
摂
取
率
で
あ
っ
た
。

田
子
診
療
所
に
つ
い
て
、
収
入
よ
り
支

出
が
多
く
、
今
後
人
口
減
少
が
続
く
中

で
健
全
経
営
に
向
け
た
見
通
し
を
伺
う
。

一
昨
年
か
ら
経
営
健
全
化
に
向
け
て
協

議
し
て
い
る
が
、
診
療
報
酬
の
あ
り
方

の
観
点
か
ら
利
益
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

経
営
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く

初
診
は
診
療
所
を
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
努
力
が
必
要
と
考
え
る
。

畜
産
振
興
費
ゲ
ノ
ム
牛
の
補
助
に
つ
い

て
、
対
象
は
何
頭
で
何
頭
を
保
留
す
る

の
か
。ゲ

ノ
ム
高
評
価
雌
牛
導
入
事
業
は
36
頭

分
の
予
算
を
計
上
し
て
、ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
解

析
の
経
費
と
し
て
10
頭
分
を
計
上
し
て
い
る
。

老
人
介
護
施
設
の
利
用
者
の
件
に
つ
い

て
、
何
人
の
定
員
に
対
し
入
居
者
は
何

人
か
。29

床
の
う
ち
令
和
７
年
１
月
の
集
計

で
、
平
均
24
床
の
入
居
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
補
助
金
に
つ
い
て
、
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
定
着
し
て
き
て
い
る
と

思
う
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

の
経
済
的
影
響
は
ど
の
程
度
か
。

経
済
効
果
に
つ
い
て
、
試
算
を
正
確
に

把
握
出
来
て
い
な
い
が
、
町
内
の
賑
わ

い
や
出
店
者
の
売
り
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

欠
端
則
夫
　
委
員

宮
村
尚
哉
　
委
員

QQQ ＡＡＡＡ



12

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

議
員
活
動
出
席
状
況

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜 P3

P4〜 P5

P6〜 P7

P8〜 P9
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立川市子ども未来センター　日本機械工業（株）　グリーン産業インフラ展・防災産業展	 令和８年１月２８日～３０日　議員行政視察（東京都）

図書館の利用者が子どもだけではなく幅広い年
齢層であること、また、読書しやすい施設の空
間を生かした構造になっていたのが印象的でし
た。さらには軽食カフェも併設しており利活用
に配慮が感じられました。また、市民の自主制
による子育てや外国語など各種講座の活動も盛
んに実施されていました。今回の行政視察から
感じたことは我がまちに置き換えて考えた場合
まねできるところから実施していきたいと思っ
た次第です。　　　　　　　　（山崎　美代志）

旧市庁舎の建物をリニューアルして作られた施
設で、子どもたちが本を読み放題で楽しめるだ
けでなく、イベントを開催するなど様々な活動
が出来る場所でした。どなたでも利用でき、皆
が安心して過ごせる交流の場として、とても良
いと思いました。子ども達はみんな仲良く、そ
れぞれ好きなことをしていて、一人で使える部
屋もあり、とても楽しそうでした。私たちの町
にも、こんな場所があればいいなと思います。

（椛本　義見）

環境保全と地域経済の両立に向
けた先進的な技術や多様な取り
組みに触れ、大きな可能性を実
感しました。雨水管理や緑地整
備をはじめ、防災・減災、景観
形成、生物多様性の保全など、
幅広い分野での具体的な事例が
紹介されており、大変有意義な
機会となりました。今後は本町
の実情に即した施策として取り
入れ、持続可能で魅力あるまち
づくりに積極的に活かしていき
たいと考えています。　

（澤口　勝）

グリーン産業インフラ展・防災産業展　（東京ビックサイト）

子ども未来センター
（東京都立川市）
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立川市子ども未来センター　日本機械工業（株）　グリーン産業インフラ展・防災産業展	 令和８年１月２８日～３０日　議員行政視察（東京都）

二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会調査研究活動　令和８年２月１０日

田子神楽が、４００年以上に
わたり地域の人々によって大
切に受け継がれてきた伝統芸
能であることを改めて理解し
ました。明治期の社会変化や
後継者不足など多くの困難を
乗り越え、保存会の活動や地
域の協力によって継承されて
きたことは、非常に重要であ
ると感じました。また、女性
の参加や学校での指導など、
次世代への継承に向けた取り
組みも進められており、地域
文化を守るための仕組み作り
の大切さを実感し、今後も地
域の伝統文化の継承を支えて
いくことが重要であると感じ
ました。　　（中平　美賀子）

今回の調査研究活動では、田
子町の歴史ある田子神楽の成
り立ちと保存会の活動につい
て、田子町教育課の山本リー
ダーに説明してもらいまし
た。これまでの神楽は伝統的
に男性が行うものとしてあり
ましたが、昭和５０年代には
後継者不足による存続が危ぶ
まれ、女性加入を認めるとい
う、当時としては異例の決断
があったことなどのお話しを
いただきました。この田子町
の伝統芸能を守るために我々
も保存会と一体となり、頑張
りたいと思います。

（宮村　尚哉）

消防車の更新時期（耐用年数）は、１５年が目安とされています。令和７年３月に第１分団に納入さ
れた消防ポンプ車の製造元が、今回の訪問先である日本機械工業（株）です。消防車は、オーダーメ
イド車輌のため、１台１台仕様が異なりその地域のニーズに合わせて作られます。安心、安全に消火
活動が出来るよう、車輌等の更新が順次行われます。出初め式、観閲式や防火パレードなどで見る事
ができます。違いをみつけるのも楽しいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　（尾形　憲男）

日本機械工業（株）
（東京都八王子市）
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○
町
の
人
に
愛
さ
れ
、
喜
ん
で
く
れ
る
パ
ン
屋
さ
ん
を
め
ざ
し
て
○

『りんごとごりら』
田子町山口道前42-2
TEL 0179-23-0242
営業時間
　木～金曜日／土日
　10時～14時（売切次第終了）

木村 治樹さん（写真左）　
　知子さん（写真右）　

ご夫婦で地域おこし協力隊
として赴任され、任期後の
令和７年５月から上郷地区
でパン屋さんをオープン。
自家製天然酵母や町内でと
れた食材を使用し、無添加
のパンを販売しています。

にんにくを使ったパンが人気

欠端委員長

■発行／田子町議会　青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂平８１　TEL 0179 -20 -7121 FAX 0179 -32 -4294
■編集／田子町議会広報編集委員会 ■メールアドレスtakko0601a@town.takko.lg.jp 【印刷】有限会社赤坂コピーライツジム

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
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広
報
編
集
委
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会

（
１
２
７
号
）

　

委
員
長　
　

欠
端　

則
夫

　

副
委
員
長　

菊
地　

健
二

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

宮
村　

尚
哉

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

一
義

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

全
議
員

　
春
に
な
り
残
雪
も
少
な
く

な
り
、
畑
仕
事
や
散
歩
に
出

る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

私
達
が
動
き
出
す
の
と
合
わ

せ
て
、
ク
マ
や
猪
な
ど
も
活

動
を
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

十
分
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
見
か
け
た
り
し

た
場
合
は
町
に
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
報
告
が
多
け
れ

ば
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
増

え
る
こ
と
と
な
り
、
被
害
が

少
し
で
も
減
ら
せ
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

十
分
に
獣
害
な
ど
に
気
を
つ

け
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

（
欠
端
　
則
夫
）

つ
ぶ
や
き

【
欠
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

ご
夫
婦
で
応
募
し
た
き
っ
か
け

と
、
田
子
町
で
パ
ン
屋
を
開
業

し
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
木
】
元
々
田
舎
に
移
住
し
て

パ
ン
屋
を
開
き
た
い
と
い
う
目

的
で
移
住
先
を
探
し
て
い
ま
し

た
。
青
森
県
に
以
前
夫
婦
で
旅

行
し
た
際
、
と
て
も
気
に
入
っ

て
い
た
こ
と
と
、
東
京
の
移
住

イ
ベ
ン
ト
で
田
子
町
の
こ
と
を

知
り
、
先
輩
協
力
隊
の
存
在
や

農
作
物
が
豊
富
で
山
の
見
え
る

場
所
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
田
子
町
に
移
住

し
開
業
し
ま
し
た
。

【
欠
】
開
業
す
る
に
あ
た
り
、

様
々
な
困
難
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
て
来
た
の
で
す
か
。

【
木
】
店
舗
を
探
し
て
い
く
な

か
で
、
国
道
沿
い
が
良
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
店
舗

の
場
所
が
眺
め
も
良
く
、
と
て

も
気
に
入
り
ま
し
た
。
立
地
の

苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
店
舗

改
装
で
は
多
く
の
仲
間
に
助
け

ら
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
、乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

【
欠
】
パ
ン
作
り
の
材
料
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い
る

の
で
す
か
。

【
木
】
も
と
も
と
神
奈
川
県
の

パ
ン
屋
で
働
い
て
い
た
下
地
が

あ
っ
た
の
で
、
仕
入
れ
先
を
知

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
市
販
の
も
の
や
、
研
究

し
て
作
っ
た
自
家
製
酵
母
な
ど

を
使
用
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

【
欠
】
今
後
の
期
待
や
展
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
木
】
開
業
し
て
１
年
に
な
り

ま
す
が
、
町
の
人
に
愛
さ
れ
、

町
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
パ
ン

屋
さ
ん
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
外
の
方
に
も
た
く

さ
ん
来
て
い
た
だ
い
て
、
店
だ

け
で
は
な
く
、
田
子
町
を
色
々

周
遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
、
こ
の
店
か
ら
仲
間

や
町
の
方
と
一
緒
に
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
旧
上
郷
小

学
校
を
活
用
し
た
パ
ン
祭
り
の

開
催
な
ど
、
色
々
挑
戦
し
た
い

と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

profile
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら

　

パ
ン
屋
さ
ん
を
営
む
ご
夫
婦

　

パ
ン
屋
さ
ん
を
営
む
ご
夫
婦


